
※R2.12.19追加
29 徳島県阿波市(12/18) 採卵鶏1万羽
30 宮崎県宮崎市(12/18) 肉用鶏3.4万羽
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国内で鳥インフルエンザの発生が続いています。令和２年１２月
２３日時点で１２県３０事例が確認され、前回の流行である平成
２８年の９道県１２例を大きく越えています。
今年は、全国的に例年よりリスクが高い状態にあると言われて

います。引き続き、飼養衛生管理の遵守を徹底し、警戒に努めて
下さい。

国内で鳥インフルエンザ続発中！

ウイルスは渡り鳥によって運ばれ、渡り鳥自体や
その糞に接触した人や動物が農場に持ち込む可能性
があります。持ち込まれたウイルスと、家きんとの
接触が起こらないように心がけましょう。
 衣服や靴の交換、消毒（中靴と外靴で動線が重ならないように）
 野生動物対策（猫等の自由に出入りする動物にも注意！）等…

（農水省HPより）

管内にも渡り鳥が
飛来しています！



飼養衛生管理の徹底をお願いします

国内では豚熱および鳥インフルエンザが発生し、近隣諸国ではア
フリカ豚熱および口蹄疫が続発しています。農場への伝染性疾病の
侵入を防ぐために、「発生予防」と「早期発見・通報」が重要です。
今一度、飼養状況を確認し、衛生管理を徹底して下さい。

①発生地域への渡航の自粛

疾病が発生している地域への渡航は可能な限り控えましょう。
②衛生管理区域への病原体の持ち込み防止

野生動物対策：防鳥ネットの設置、畜舎の穴をふさぐ
入場ルール整備：立入禁止看板の設置、農場専用衣服

③毎日の健康観察、早期発見及び早期通報の徹底

健康観察：「特定症状」は見られないか

 特定症状とは？
農林水産大臣により、各畜種ごとに届出が必要となる症状が定められてい
ます。以下のような症状が見られた場合、直ちに家畜保健衛生所への通報
をお願いします。

特定症状の例

○豚熱、アフリカ豚熱

他、
・４０℃以上の発熱 ・食欲減退
・後躯麻痺、けいれんなどの神経症状
・発育不良 ・異常産 ・血便 等

○口蹄疫

他、
・３９℃以上の発熱
・隣接して飼養されている哺乳畜の短期
間の連続した死亡 等

（写真は全て農水省HPより）

特徴的な症状が
少ないと

言われています

○鳥インフルエンザ
１日の家きんの死亡率が、過去２１日間
の死亡率の２倍となった場合
（他、高病原性及び低病原性鳥インフル
エンザを否定できない場合） 肉冠、肉垂の壊死とチアノーゼ 沈うつ



家畜伝染病予防法の改正により、各農場で飼養衛生管理マニュアル
の作成が義務化されました（豚等：令和3年4月1日まで、その他の
畜種：令和4年2月1日まで）。マニュアルは、以下の10項目につい
て網羅している必要があります（⑦、⑨は馬においては不要）。

それぞれの項目について、農場ごとにルールを定め、マニュアル
を作成しましょう。

PowerPoint形式、PDF形式のマニュアル例が、農林水産省HPに
掲載されています（令和２年１２月２３日時点で豚の様式のみ）。

農林水産省 飼養衛生管理マニュアル 検索

①従事者が当該農場以外で行う動物の飼養及び狩猟における禁止事項
②海外渡航時及び帰国後の注意事項
③海外からの肉製品の持ち込み（郵便物による持ち込みを含む）に関す
る注意喚起
④農場内への不適切な物品の持ち込みの禁止
⑤可能な限り、工具、機材等を農場内に持ち込まないための取組
⑥持ち込む工具、機材、食品等の取扱い
⑦猫等の愛玩動物の衛生管理区域内での飼養禁止
⑧野生動物の衛生管理区域内への侵入防止
⑨農場における防疫のための更衣
⑩手指、衣服、靴、物品、車両、施設等の洗浄及び消毒に関する具体的
な方法、消毒薬の種類、作用時間及び乾燥時間等

飼養衛生管理マニュアルについて

年末年始のBSE受付について

年末年始のBSE検査に係る死亡牛の受付は、12月31日（木）
の午前9時から午後4時までとなります。

１２月 １月

2９日 ３０日 ３１日 1日 2日 3日

火 水 木 金 土 日

× × ○ × × ×



福島県立岩瀬農業高等学校がJGAP取得！

県内の豚熱ワクチン初回接種が
終了しています

県立岩瀬農業高等学校は、従来よりGAP取得に取り組んでおり、
必要書類や記録の作成やその整理、家畜の飼養環境の整備に取り組ん
できました。
その集大成として、10月２１日、２２日に審査を受け、晴れて11

月２０日に乳用牛、肉用牛、採卵鶏の3品目でJGAP家畜・畜産物を
取得しました。今回の３品目同時取得は、国内初となる快挙です！

令和２年9月9日に会津若松市で豚熱に感染した野生イノシシが
確認されて以来、県では飼養豚へのワクチン接種を実施しました。
その結果、１０月２３日に、県内すべての飼養豚への初回接種が
終了しています。
今後は、繁殖豚の補強接種（初回接種の半年後）及び新たに出

生した子豚への接種を継続していきます。
なお、群馬県においてはワクチン接種農場においても豚熱が発

生しています。引き続き、飼養衛生管理基準の遵守をお願いいた
します。

No. 発見又は捕獲箇所 状態 検査実施日

①～⑤ 会津若松市内 全て死亡 R2.9.9～18

⑥ 下郷町大内 捕獲 R2.11.27

⑦ 天栄村牧之内 捕獲 R2.11.30

⑧ 西郷村鶴生 捕獲 R2.12.2

⑨ 須賀川市梅田 死亡 R2.12.7

⑩ 須賀川市梅田 捕獲 R2.12.7

⑪ 天栄村大里 死亡 R2.12.22

野生イノシシにおける豚熱確認状況

畜産GAPに興味のある方は中央家保までご連絡下さい！
☎0247-57-6131

令和２年１２月２３日時点、
県内では１１頭のイノシシで
豚熱陽性事例が確認されてい
ます。

（農水省HPより、一部改変）
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※ は管内

栃木県那須町
R2.11.28捕獲野生イノシシ

⑪


